
 

 

 

 

 

 
2023 年 5月 18日 

住友商事北海道株式会社 

 
 

 

 

住友商事北海道株式会社（本社：札幌市中央区、取締役社長執行役員：杉本 和彦、以下「住友

商事北海道」）、株式会社東海理化（本社：愛知県丹羽郡大口町、代表取締役社長：二之夕 裕美、以下

「東海理化」）は、社有車（公用車）管理の課題を解決するDXサービス『Bqey（ビーキー）』を自

治体向けとしては全国初の事例として、美瑛町（北海道上川郡美瑛町）に導入しました。 

 

 

  美瑛町では、「10年先の美瑛町」を見据え様々な課題と向き合い、取り組むべき施策を体系化して

町民と行政が未来の美瑛町のありたい姿を描き、実現するための「まちづくり総合計画」を策定して

おり、そのなかで「デジタル改革の推進」による「地方創生の推進」と「地域活性化」を課題として

掲げています。 

  今回の導入により、職員の日常業務に不可欠な公用車の利用／管理業務を『Bqey』により DX化す

る事ができ、「職員のデジタル意識の醸成とこれに伴うデジタル人材育成」、「利用／管理事務業務

の効率化に伴う市民サービス向上へのリソース配分強化」、「コンプライアンス強化（アルコールチ

ェッカー自動連動機能活用）」に繋がるものと期待しています。 

 

 

  住友商事北海道は東海理化と共同で、引き続き『Bqey』の活用と普及を通じた社用車（公用車）管

理の一元管理による工数削減とペーパーレス化を進めると共に、DXの実現、行政民間を問わず北海道

全体の地域活性化、地域課題解決に向けた施策を強く押し進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美瑛町に自治体向けとして『Bqey』全国初導入 ～北海道における DX実現へ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  住友商事北海道株式会社について 

住友商事株式会社（本社：東京）の北海道における拠点として、同社100％子会社として2000年4月

に設立。地域に根差した独立法人として、住友商事のグローバルネットワーク、総合力を活かし、

農業、製造業、社会インフラ、交通等の分野を事業の主としながら、地元企業として地域への貢

献、地域課題の解決を目指しています。 

2020年10月に発足した新事業企画部を軸に、地域の活性化や町おこしなど観光分野への取り組みに

も注力。IT・IoTをはじめとするデジタル関連の先端技術を柔軟な発想で取り込みながら、地元北

海道の課題解決、持続可能な「まち」づくりの実現に向け、日々チャレンジを続けていきます。 

 

◆美瑛町について  

美瑛町は北海道のほぼ中央に位置し、なだらかな波状丘陵と 

雄大で緑豊かな自然環境が魅力のまちです。 

小麦、甜菜、豆類、馬鈴薯などの畑作農業を基幹産業と 

しながらも、「日本で最も美しい村」連合の取組みを 

はじめとした、美しい景観を次の世代に伝える取り組みも 

行っています。 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 株式会社東海理化について 

  東海理化は 1948 年に創立して以来、人の意志をクルマに快適に伝えるヒューマン・インターフェ 

イス部品をはじめ、財産としてのクルマを守る安心のセキュリティ部品、人の生命を安全に守るセ 

イフティ部品など、人とクルマがふれあい、対話する製品づくりを通じて、クルマのある豊かな社 

会づくりに貢献してきました。 

また、将来の成長に向けて「SDGs経営」を推進し、デジタルキーやシフトバイワイヤなど新たな 

製品開発、新分野へのチャレンジ、社会課題の解決に挑んでいます。 

 

 

 
【本件に関する問い合わせ先】 

 

住友商事北海道株式会社 

新事業企画部 リージョナル・ソリューションチーム 

後藤・髙橋 TEL：011-261-9131 

 
 株式会社東海理化 

 総務部広報室 

TEL：0587-95-8192 


